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対象地域（実施年） 抽出地点数 調査計画人数 有効回収人数（回収率）
千葉市市街部  （昭和58年） 48地点 1，440人 768人 （53．3％）
千葉市市街隣接部（昭和59年） 48地点 1，440人 1，042人 （72，4％）
（千葉市全体） （96地点） （2，880人） （1，810人）
千里ニュータウン（昭和58年） 60地点 1，800人 1，205人 （67．0％）
（豊中市，吹田市）

















































































































































      CRT           12インチ
      分解能        文字 7×10ドット，24行×80列（または，24x132）
                 画素 768×480画素
      アスペクト比      8：5
      方式    テキスト／グラフィック・モード同時利用可能
 2，2 グラフィックス・プリンタ （LA－34VA）
      方式    インパクト・ドット（7×9ドット）



















  有効作図範囲      381mm×254mm
  分解能         0．1mm（最小ステップ・サイズ）






























ソ 一  又
ファイル ⑰
事前集計分析他 〈必要に応じ（集計、項目の分類、尺度化など〕     て併合〉
データの編集・加工，集約化
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I    グラフィク又表
    示用の分類テI－
1   タ
        くグラ7イクス・ディスプレイ・ターミナル）
            ｛             ・分類結果の観察
             ・区域代表点の
              選出・変更など
．   区域代表点の格
























182 統計数理 第33巻 第2号 1985
表3．領域クラスタリング・システムの主要プログラムー覧
区 分 プログラム名 目     的
区分 A JOINT，FORT 意識調査データの併合・編集処理AGGREGNW．FORT抽出地点別の集約化［492コ MERGE．FORT必要データの結合（領域クラスタリングに必要なデータの編集）COMBINE．FORT複数ファイルの並列型併合処理他
区分 B PADDSK．FOR区域境界値データあサンプリング
（その1） ADDRES．FOR抽出した区域境界値データヘの標識コードの付与
［372］ MAP．FOR 抽出した閉区域の合成MERGE，FOR 対象地域の地図合成ADJUST．FOR複数の対象地域の区域境界値データの併合（データ・セットの
併合）
MAPCUT．FOR不要区域の削除EASY．FOR EASYMAP系データヘの変換作業
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区分 C KMEANS．FORTk－means法による自動分類［2680コ MNSPAN．FORTMST法（Minimum Spanning Tree）による自動分類SMOMAPNW．FORT平滑補間処理による色彩原始画像データの生成（色彩強度の地域問調整機能を含む）
SHRINK．FORT縮小した濃淡地図の作成（確認用）CALCUL．FORT色の形式的演算（加減算，画面間の距離の算出等）MSTMAP．FORMSTの作画，クラスター化情報の作画等（分類結果の観察，代表点の抽出だとの処理のため）






















































   るか．
  ii）尺度化を行う場合，全質問項目を事前に分類し，類似質問群ごとに尺度化を行うか，あ
   るいは全質問項目を用いた多次元の尺度化を行うか．すたわち，質問項目の分類操作と
   尺度化処理の手順とその順序．
 iii） 回答コードに適当な変換加工を行うか否か（たとえば，多値データを二値化するたど）
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 iV）地点（あるいは区域）間の比較において，“地点の多変量特性値’’を，地点に所属する
   個々の回答者の尺度化した数値の地点別平均で代表する場合；質問項目ごとに回答の地
   点別平均をま一ず算出し，この平均ベクトルを用いて尺度化を行う場合；地点別のフレイ
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194 統計数理 第33巻 第2号 1985
     机）＝代表点后の画素上の多変量特性ベクトル
        （后が所属するクラスターの平均ベクトル）
である、また，
                   K         κ                 μ5＝Σ肌元㈹／Σ肌．
                   尾         尾
 ここで，肌は距離を考えた重み係数で，
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   い，という不満」と「夜中に
   まわりがうるさい，という不
   満」の合成
因6．「自動車や電車の音がうるさ
   い，という不満」と「日用品の
   買物が不便だ，という不満」の
   合成
因4．「あなたの住んでいる地区は，都市として
   は，緑（みどり）が多いと感じますか，そ
































   い，という不満」r夜中にまわ
   りカミ曙蚤キしし・， とし・うて㍉商」
   r自動章や近所の工場から出








   た、という不満」「日用品の
   買物が不便だ，という不
  満」「最寄りの駅やバス停
   まで遠すぎる，という不
  満」「急病のときや夜間の
  診療についての不満」
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Area1Clustering System and Its App1ication to Human Eco1ogica1Prob1ems
                   Noboru Ohsumi and Kinji Mizuno
                  （The Institute of Statistica1Mathematics）
    The re1ationship between dwe11ers’attitudeゴand environment was visua1ized with
“co1ored attitude maps”presented on a raster co1or graphics disp1ay，based on survey data
of urban dwe11ers’attitudes toward environmenta1concerns．
    This paper presents the area1c1ustering techniques and the associated computer－aided
processing system which together seem to provide an effective aid to understanding the
characteristics of area environments．
    The paper provides an out1ine of the area1c1ustering system and the features of the
microcomputer system．In addition，some exa㎡p1es of the application of area1c1ustering
system to actua1attitude survey data are presented to demonstrate effectiveness of the
SyStem．
